
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予  定 研修会・他 

3 月 金子農産でジャガイモ掘り  

4 火 カレーパーティー  

5 水 歯みがきチェック（年中） 

東由利中学校 職場体験 

3 名 8/7（金）まで 

 

6 木 お弁当給食  

7 金 誕生会  

10 月 クラス便り発行  

20 木  由利本荘保育会研修  

9 名人来園 

21 金 安全指導日 

園内研修 

 

24 月 ひだまりるーむ  

25 火 職員会議  

26 水 歯みがきチェック（年長） 教育的ニーズに応じた
支援のための研修会 
（美由紀・美穂・美紀子） 

27 木 誕生会  

28 金 身体測定  

だより 

8 月の予定と園目標 

えみの森 HP 

令和 8年 7月 31日発行 第 41号 

 

8月 

月 

 

職
員
の
つ
ぶ
や
き 

保
育
士 
小
松 

麻
紀
子 

先
日
、
思
い
が
け
ず
嬉
し
い
電
話
を
頂

き
ま
し
た
。
二
十
数
年
前
、
年
長
担
任
を

し
た
時
の
卒
園
児
か
ら
で
し
た
。
「
先

生
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
元
気
で
す
か
？

実
は
私
、
結
婚
し
ま
し
た
。
」
と
い
う
嬉

し
い
近
況
報
告
で
し
た
。
「
私
、
お
母
さ

ん
と
あ
の
頃
の
連
絡
帳
を
見
て
先
生
の
こ

と
を
よ
く
話
し
て
い
る
ん
で
す
。
逢
い
た

い
な~

」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
暫

し
、
あ
の
頃
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
懐

か
し
く
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。 

あ
の
頃
、
年
長
担
任
と
し
て
卒
園
す
る

子
ど
も
た
ち
を
見
送
る
事
は
、
嬉
し
く
も

あ
り
寂
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
卒
園
す
る

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
子
の
よ
う
に
思
え

「
何
か
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
保
育
園
に
お

い
で
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
時
々
こ
う
し
て
園
を
思
い

出
し
連
絡
を
く
れ
た
り
、
逢
い
に
来
て
く

れ
る
子
が
い
る
こ
と
は
本
当
に
有
難
く
、

励
ま
さ
れ
ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
逢
え
る
の
は
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
み
ん
な
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て…

…

『
あ
り
が
と
う
』 

 

0 歳児 つぼみ組 

ぽっとん落とし遊びのタッパーの
ふたを開けてもらうために「ん！
ん！」と訴え咲穂ちゃん。「開けて
だよ～。」と伝えると「あけ…。」
と真似して言えるようになった事を
喜んでいます。手足の力がつき、巧
技台や滑り台を上り、下りる事にも
挑戦する凛羽くんは、つかまり立ち
ができるようになりました。 
お盆明けには新しいお友達が入り

ます。お友達が増えて嬉しいです
ね。（美由紀） 

   １歳児 くるみ組 

友達と一緒に遊ぼうとする姿が
見られるようになってきた子ども
達です。ブロックで乗り物を作り
「○○ちゃん、ここいいよ～。」
と、隣に座って…と誘い３～４人
で乗り楽しんでいますよ。最近は
手をつないで一緒に歩く事を喜び
「てって～、てって～。」と、手
をつなごう！！と誘い合い、お部
屋の中を歩き回っています。で
も、時には気持ちが合わない時も
ありますので、保育者が代弁して
思いを伝えながら、友達と一緒に
遊ぶ楽しさを感じられる様にして
いきたいと思います。（美由紀） 

2 歳児 ほし組 

小川での水遊びや砂遊びで水
の冷たさや砂の感触を味わいな
がら友達と一緒に夢中になって
遊ぶ姿が見られます。 
トイレトレーニングにも取り

組んでいて声をかけると、進ん
で向かう姿も増えてきました。
一人一人のペースを大切にしな
がら、できた喜びや自信につな
がるよう見守り、励ましていき
たいと思います。暑い日が続き
ますので、水分補給や休息を十
分に取り入れながら遊びを楽し
みたいと思います。 (美紀子) 

3 歳児 つき組 

牧草ロールに登り体を思い切り動
かしたり、虫取りを楽しみながら生
き物に興味をもったり、砂遊びで友
達と一緒にイメージを膨らませて山
や穴掘り、ままごとをして遊ぶ姿が
見られます。年下の友達に優しく声
をかけたり一緒に遊ぼうと誘ったり
するなど、思いやりのある姿も増え
てきました。夏の自然に親しみなが
ら、友達との関わりを楽しみ、様々
な遊びを通して心も体も大きく成長
できるよう援助していきたいと思い
ます。        (美紀子) 

４歳児 にじ組 

蒸し暑くて不快指数が高くて過
ごしにくい日もありますが子ど
もたちは小川の水で涼んたり汗
だくになりながら鬼ごっこなど
を楽しんでいます。ダイナミッ
クな水遊びを経験することがで
きた 7 月ですが 8 月も子どもた
ちが食いついてきそうな水遊び
を計画中です。保育園裏の堰も
解禁になり、水の生き物探しに
夢中です。大きなトノサマガエ
ルに…（      ）いのちの大切さを
知らせながら暑い夏を楽しんで
いきたいと思います。 (美穂) 

5 歳児 そら組 

 昨年ほど、すごく暑い…という
こともなく、戸外遊びを存分に楽
しむ子ども達。虫探しはどうやっ
たら動いている虫たちを捕まえる
ことが出来るか考えたり、小川で
の水遊び、Ｗ杯から続いているサ
ッカーへの興味、色水、泡、絵の
具など様々な遊びを経験していま
す。そして、敬老のお祝い番組に
むけて太鼓練習も取り組んでいき
たいと考えています。友だちと話
し合って遊びをすすめていくなか
で互いの思いに気づきあいながら
遊んでいきたいです。（美音）  

   

 園庭の固定遊具のうち、平成 27 年・28 年に丸太で作り上げたものは、年月と
とともにどうしても傷んできてしまう。これまでも何度も手直しを重ね、この夏
も、中央に位置する「ボルダリング」・丸太が乱立する「丸太ステップ」・トン
ネル山の「稲架ボケで作った斜面」——それらを作り変えるべく、今年度の予算に
計上していた。 
その材料には、永慶保育園で全園児から愛されてきた「とりで H」の解体丸太を
使うことを、統合時から決めていた。 ついにその時がきた。かねてより丸太遊
具の製作と修繕を一手に担ってきた佐藤組さんにお願いすると、なんと急ピッチ
で一日で仕上げてくださった。 
ところが、思いがけず職員から軽いブーイングが。「『とりで H』の丸太、も

っと有効に使えるはずでは？」的なニュアンスが感じられる。・・なるほど。     
「やってみてダメならやり直せばいい」という、えみの森の精神に付き合ってく
れ、佐藤組の若者たちも再挑戦。こちらのお願いした形よりも「安全に遊べるの
はこっちでネスカ？」と、裏返したり逆さまにしたり、さらには面倒な山の芝生
張りまで頑張ってくれた。彼らの冗談めかした「はぁ？それもやるスカぁ？」の
小言の中には、どこか優しさがにじんでいた。 完成した時、ふと 11 年前にこの
遊具を作り上げてくださった鈴木昇大工さんの笑顔が浮かんだ。 すぐそばの牧
草ロールに目をやると、黄色い蝶が 2 羽、かわいらしくたわむれている。その光
景をどこかで見た。そうだ、永慶保育園の園舎解体が完了した日、跡地の玄関あ
たりでいつまでも戯れていた白い蝶の動きと重なったのだ。 「とりで H」が新
たな役目を迎えたことで、両園の統合の最後のピースがきっちりはまった気がし
た。                     えみの森 園長 畑山玲子 

 

 

 

 北秋田市認定子ども園「しゃろーむ」園長 小塚光子先生を講師
に招き、防災についてのお話をお聞きしました。小塚先生は防災士
の資格をお持ちになり、自園で行っている避難訓練の仕方や、災害
に対する備え等をお聞きしました。 

・夏バテせず健康に過ごす。 

9ヶ月になる可愛い男の子で
す。遊びに来た時、活発に遊ぶ
姿を見せてくれましたよ。 

新入園児の紹介 

 しゃろーむさんでは、ご近所
や関係機関を巻き込んでの地域
合同避難訓練を行っており、ま
た、災害用トイレやテントを園
外保育の時に活用し、日ごろか
ら子どもたちが慣れるようにし
ているようです。災害に直面し
た時に、命を守るための行動を
するには、私たちがどう判断
し、行動しなければならないの
か、改めて考え直す必要がある
と感じました。 

緊急時には日ごろからの
訓練と職員間の意思疎通、
子どもとの信頼関係活かさ
れるとのことです。 

 8月より 0歳児つぼみ組に 
新しいお友達が入園します。 



 

 

 

  

   

 

 

 七夕は笹巻と流しそうめん 

八日町の長谷山徳保さんが採ってきてくれた笹を使って
笹巻作りと流しそうめんを楽しんだ七夕でした。 

  今回のまち散歩は、「いちょう館」にお邪魔しまし
た。夏休み中という事で学童の子ども達も数名一緒に訪
問しました。子どもたちの訪問を「嬉しい！ありがと
う！」と喜んでくださり温かい気持ちになりました。 

まち散歩（いちょう館） 

 ゆりほん遊学では 2組の親子がえみの森で田舎暮ら
しを体験しました。保育園の自然豊かな環境が羨まし
いと話しておりましたよ。子ども達はすぐに打ち解
け、時にケンカをしながらも仲良くしていました。 

 あいにく雨の天気で縁側と遊戯室での開催となった夏
まつりでしたが、多くの方に来ていただきました。各コ
ーナー、ステージ部門も盛り上がり、大盛況の夏まつり
でした。ゆりちゃん先生の素敵なソプラノの歌声に癒さ
れて、キャミソウルブラザーズさんのステージで、大笑
いして楽しい夏まつりでした。 

カブトムシが生まれたよ 

ゆりほん遊学・教育遊学 

座禅会・水子地蔵祭 

 東由利消防署員の方より、
花火の時の約束を教えていた
だきました。実際に花火もや
りながら、教えていただきま
したよ。 

 イワナ放すよ～！ 

髙橋畜産の将也さんより、今年も 5つの大事な牧草ロー
ルをお貸しいただきました。ピカピカの大きなトラック
と、畜産ホイールローダーに子ども達は大興奮。その後、
子ども達は登ったり、ジャンプをして遊んでいましたよ。 

子ども達の様子から 

花火指導 

 こうやってお魚を食べ
るの初めてだな！ 

今年も牧草ロールありがとう 

 イワナも捕まるもんか…と言わんばかりに逃げ回り、
子ども達も必死に追いかけます！見てください！とても
美味しそうに焼けていますね！ 

笹巻作りは難しいですが、地域の方に教わりながら、
作りました。まだ食べられませんが、赤ちゃん達も少し
ですが携わり、雰囲気を味わいます。 

そら組が楽しみにしていたお泊り保育が行われました。予定ではハッチョウ
トンボを見に行く予定でしたが、向かっている最中、熊のような獣を発見し、
残念ながら中止にしましたが、その後、イワナのつかみ取りをしたり、夕食を
クッキングしたり、子ども達の「やりたい事」を叶えた楽しいお泊り保育でし
たよ。 

「行くよ～！」の掛け声に、カプセルに入った素麵
が流れます。嬉しい歓声が響きわたり、子ども達の楽
しい様子が伝わってきました。天気も良く、外で食べ
て楽しい 1日でしたよ。 

今年もカブトムシが孵化しまし
た。数十匹生まれて子ども達も嬉
しそうでした。遊びながら観察し
ている毎日です。 

教育遊学は中学生、小
学生のお子さんのご家庭
でした。学童の時間だけ
の利用でした。たくさん
孵化したカブトムシで、
親子で楽しんでおられま
した。 

いちょう館の後は、座
禅会、水子地蔵祭に参加
しました。副住職の涼平
さんより座禅会、水子地
蔵祭のお話を聞き、真剣
に参加する子ども達でし
た。 

 水遊び、砂遊びを思い切
りダイナミックに遊べるの
は夏の醍醐味ですよね。水
や砂、時に泡などの感触を
全身で感じる事で五感が刺
激され、体全体の動きやバ
ランス感覚を育てます。 

わんぱくキッズの夏まつり お泊り保育 

お
家
の
人
と
離
れ
て
泊
ま
る

の
は
不
安
も
あ
っ
た
け
ど
、 

み
ん
な
が
一
緒
で
楽
し
か
っ
た

よ
。 


